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論文内容の要 t:::. 
目

教授熊谷信昭

生体情報には，生体自らが発生する情報と，外部からエネノレギーを受けて，そのエネノレギーの透過量

の変化による生体組織の形態情報，及び最近急速な発展を見た核磁気共鳴を利用した生体組織の化学的

情報がある。

第 1 章序論ではこれらの情報の画像化において，対象となる生体の特徴から，微小な信号の高いS/N

での増幅，及び表示手段と観察者の視覚特性との整合が重要である乙とを述べている白

第 2章では X線テレビジョン技術を論じている白 X線による透過像を，蛍光板の蛍光像に変換してで

きた低コントラストの画像を高い S/N でテレビジョン像とする方法を提案し，明るい場所で，しかも

動画像を観察可能とし，識別能力を向上させる方法を確立させている白

第 3 章では生体像のカラー画像化技術について論じている白生体像をカラー画像化する乙とにより体

腔内部の画に立体感を与え，患部と他の部位との識別能力の向上を計ることを提案し，被写体を含めた

システムの特性を分析し，一般のカラー TVの色調と異なる新一しし、特性により患部のみ明確に視察する

乙とができる万法を確立している。

第 4 章では X線像の処理へのサブトラクション技術の応用について提案し，胸部X線像について適用

し，その特性を確認している白

第 5 章では子宮癌細胞像の自動識別技術について論じている白細胞像の識別にパターン識別技術の導

入を計り 医師の診断論理を定量化するため 大量の細胞像と判定結果との統計処理から特徴抽出し診

断論理を構成している白それを背景として，細胞分散の前処理を含めた自動化システムを提案し，-実際

のシステムによる評価を行っている白
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第 6章で、は画像分析のための入力システムを提案し，超音波画像について VTR を利用した入力シス

テムを適用し，画像のコンビュータによる分析を行っている白

第 7 章では生化学情報を含む画像化技術について論じている。すなわち，核磁気共鳴を利用した画像

化の方法を提案し，微小信号の抽出と，緩和時間を利用して画像描出のためのパルス系列を工夫する乙

とにより病変の描出を可能とする方法を確立している。

第 8章は結論であって，本論文の研究成果を要約している。また これらの研究は医学情報に限らず

一般の画像情報に対しても拡張適用できる技術が多いことを述べている白

論文の審査結果の要旨

本論文は生体情報の画像化技術に関する一連の研究をまとめたもので 主な成果は要約すると次の通

りである白

(1) X線テレビジョンの画像化技術について考察し 蛍光像を S/N の良好な動画像として観測する新

しい万式を提案し その識別能力を向上させる方法を明らかにしている白

(2) X線像から，造影剤による血管像を抽出する万法について検討し，ディジタル処理方式により良好

な結果が得られる乙とを示している。

(3) 生体のカラーテレビジョン画像における色調の適切な再現について論じ 内視鏡テレビジョンシス

テムにおいて，患部と他の部位との識別能力の向上を計る方法を明らかにしている白

(4) 子宮癌細胞像の自動識別技術について考察し，特徴抽出による診断論理を構成し，その評価を試み

ている白

(5) 核磁気共鳴を利用した生体画像化について考察し 微小信号の検出と緩和時聞を利用したパルス系

列の利用 iとより有用な画像が得られることを見出している。

以上のように，本論文は生体情報の画像化技術に関して新しい方式を提案し，また新しい知見を与え

たもので，医用電子工学に寄与すると乙ろが大きい白よって本論文は博士論文として価値あるものと認

める白
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